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被災者本位の一日も早い復旧・復興を №47 (2022/2/4）

〈発行〉東日本大震災津波救援・復興岩手県民会議

自然災害から住民を守るのは国と自治体の責任で

1月15日午後1時過ぎ（日本時間）南太

平洋トンガ諸島で発生した海底火山の噴

火は、約8千㎞離れた日本でも潮位変化を

もたらしました。15日深夜から16日にか

けて岩手県沿岸部に津波警報も出され久

慈市では1.1ﾒｰﾄﾙの潮位上昇が観測されま

した。大船渡湾口の養殖施設でロープが

切れるなどの被害が発生しています。相

次ぐ自然災害で生業の継続を断念するこ

とがないよう支援が求められています。

阪神･淡路大震災から27年

1月17日は、阪神･淡路大震災から27年

のメモリアル集会が神戸市で開催されま

した。集会アピールでは、孤独死やアル

コール依存などの原因には、震災による

生活基盤の喪失、避難と転居の繰り返し、

コミュニティーの分断などがあり、住環

境の整備と生活再建、尊厳ある暮らしの

再建が必要だ、と述べられています。神

戸市は、災害援護資金の「未返済分免除」

を決めました。国の支援制度がない中で

被災者は借金で生活再建するも返済でき

ず27年経てやっと返済免除が認められま

した。借り上げ住宅問題では、10年間の

たたかいとなり、神戸市は、強制退去を

求め裁判で明け渡しさせるも、その後の

空室は税金で補填しているなど矛盾に満

ちています。当時「創造的復興」として惨事便乗型の大型開発が進められましたが被災者に役立っているか今

も検証が続いています。東日本大震災津波は昨年10年を一区切りとして、追悼式を廃止した市町村もあります

が、全ての被災者が生活再建できたか、津波被害を受けた遺族の心のケアは十分かなど、調査が必要です。



私たちは、引き続き、被災者本位の復興実現を求めて生活再建支援制度の改善を求める国会請願署名に取り

組みます。職場や地域でたくさんの署名集約をお願いいたします。この署名は3月25日に国会に提出されます。

復興県民会議第11回総会を2021年12月12日に盛岡市内で開

催しました。総会に先立ち、岩手県立大学の桒田但馬教授か

ら「東日本大震災被災自治体の地方税収格差とポスト復興財

政の課題」と題してご講演いただきました。先生は、復興需

要で建設業が震災前より大幅に伸びたが、現在は施設整備が

ほぼ終わった。民間に代わって公共の用地や施設が増え固定

資産税が落ち込んだが個人の住宅建設の進捗状況に連動して

回復しつつある。課題は、新型コロナの感染拡大による影響

や建設業、漁業水産業、復興特区税制の指定事業者のビジネ

ス拡大などがある。民間資金の活用やこれまでと違った発想

が必要だ。空間利用、施設利用の大転換や将来世代の参加・

参画が不可欠であり、地域を持続させるには様々な工夫が求められる、と強調しました。

参加者の感想 Mさん「専門的なお話でしたが、公共施設のメンテナンスやマンパワーの不足など指摘された

のは有意義だった。コロナの影響が中小業者を直撃したのも苦い現実だと思った」 Sさん「税収の格差や行政

サービスの違いが首長の姿勢、自治体の掲げる方針の違いなのか興味深い」Iさん「これまでの復興の検証と今

後を考える上で有意義だった。復興のイメージや具体的な方法は、最終的には地域住民が決定しなくてはいけ

ないことを肝に命じたい」など参加者から深掘りした感想が寄せられました。

総会では、経過報告と今後の活動方針、決算と監査報告、予算及び役員体制が拍手で承認されました。討論

では、震災の風化対策、被災地での継続した取り組み、記録集の活用、福島原発汚染水反対運動などの発言が

ありました。今後の代表世話人会で討議していきます。役員では、代表世話人の前川慧一氏が退任され、新た

に陸前高田民商事務局長の菅原正弘氏が常任世話人に選出されました。

頑張ってます
大船渡市・新沼 治さん（復興県民会議・代表世話人）

2021年末に大船渡市で牡蠣養殖に従事している新沼治

さんを訪ね近況を伺ってきました。今年の出来は、ほぼ

例年どおりだが高齢化などで経営体が減少し、漁協の出

荷目標に達していないとのこと。ここ数年「かき小屋」

ブームで殻付き牡蠣の需要が高かったが、最近は競争も

激しく、また、新型コロナの影響が出て、かき小屋も休

止し需要が落ち込んでいるとのこと。「むき牡蠣」の方は、

主に鍋物や牡蠣フライ等に使われるが、外食産業が不振

のためこれも市場の値段が良くないとのことでした。ま

た、不漁のため新巻サケが例年の数倍の2万円で売られて

いるらしいとの話でした。

大震災で養殖いかだも加工場も船も自宅も流されまし

たが、全国の支援や国の復興事業などで再建し、現在は

ほぼ震災前の水準まで回復しているそうです。お土産も

頂戴し、新沼さんのパワーで元気まで頂きました。

後日、1月16日のトンガ火山噴火の影響を電話で伺った

ところ、海水面が30㎝ほど上昇し、湾口ではロープが切

られるなど多少の被害が出たとのことでした。これから

もお元気で美味しい牡蠣を育てて下さい。

講演する桒田先生


